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S
A
S
に
み
ら
れ
る
症
状
は
い
び
き
を
か
く
、何
度
も
目
が
覚
め
る
、

日
中
居
眠
り
が
多
い
、集
中
力
の
低
下
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ご
自
身

や
身
の
回
り
の
方
で
思
い
当
た
る
節
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

さ
て
当
院
で
は
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー（
P
S
G
検
査
）を
導
入

し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
呼
吸
状
態
を
調
べ
S
A
S
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
検
査
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。簡
単
な
検
査
で
各
種
セ
ン
サ
ー
を
体
に
取

り
付
け
睡
眠
い
た
だ
く
だ
け
で
痛
み
は
伴
い
ま
せ
ん
。ま
ず
は
自
宅
で
検

査
可
能
な
簡
易
P
S
G
検
査
を
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
結
果
に
応
じ
て
１

泊
の
検
査
入
院
の
精
密
P
S
G
検
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。S
A
S
は

高
血
圧
症
、脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
な
ど
放
っ
て
お
け
ば
命
に
か
か
わ
る
疾

患
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、ま
た
他
に
も
居
眠
り
に
よ
る
交
通
事

故
、労
災
事
故
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。た
か
が
い
び
き
、た
か
が
居
眠
り

と
思
わ
ず
一
度
診
察
に
て
相
談
い
た
だ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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睡
眠
時
無
呼
吸
検
査
に
つ
い
て

花
粉
症
対
策
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
？

●
急
性
期
治
療
は
終
了
さ
れ
た
が
、し
ば
ら
く
経
過
観
察

が
必
要
な
方

●
在
宅
復
帰
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方

●
在
宅
復
帰
の
た
め
に
療
養
上
の
準
備
が
必
要
な
方

●
在
宅・介
護
施
設
等
の
入
所
者
で
症
状
が
急
性
増
悪
し
た

方
や
、集
中
治
療
の
必
要
は
な
い
が
入
院
が
必
要
な
方

●
レ
ス
パ
イ
ト（
介
護
を
す
る
人
の
事
情
で
短
期
的
に

入
院
す
る
こ
と
）が
必
要
な
方〈
30
日
程
度
〉。

　
今
年
の
冬
は
、記
録
的
な
暖
か
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
影
響
で
、全
国
的
に
春
花
粉
の

飛
散
開
始
や
ピ
ー
ク
時
期
も
早
ま
る
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
花
粉

症
の
季
節
で
す
。当
院
小
児
科
医
の
玉
本
晃
先
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
普
段
い
び
き
を
か
い
た
り
、居
眠
り
を

し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。睡

眠
中
一
定
数
以
上
呼
吸
が
止
ま
っ
た
り
、

弱
く
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群（
S
A
S
）と
診
断
さ
れ
治
療

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

アレルゲンを避けるのが一番。

３つの方法を
実践

しましょう!!

①マスクを着用したり、長時間の外遊びは控える
②窓やドアの開閉は最低限にし、洗濯物や布団は
　なるべく外に干さない
③部屋の中は、こまめに掃除機をかけて花粉を除去する

などのポイントをしっかり心がけてください。

鼻のアレルギーにより、鼻水（水様性鼻汁）、
くしゃみ、鼻づまり（鼻閉）などの症状が起
こるのがアレルギー性鼻炎です。この場合
のアレルギーは即時型反応といって、アレ
ルギーをおこす原因（アレルゲンと言いま
す）が入って、すぐ（１５～２０分以内）に症状
が現れます。

　医療職を目指したのは、叔母が看護
師だったことがきっかけです。病院の
看護部の目標にもあるように、患者さ
んの立場に立って一人一人に寄り添い
信頼される看護師になりたいです。
挨拶を笑顔を忘れず、日々頑張ります。
よろしくお願いします。

　幼い頃にナース服を着ている看護師
さんに憧れを持ち、自分も患者さんを
笑顔にすることができる看護師になり
たいと思って医療職を目指しました。
一つ一つ経験を積みながら先輩看護師
さんたちのように明るく元気に看護を
提供できる看護師になることが目標で
す。患者さんとの関わりを大切にし、一
人一人に寄り添う看護ができる看護師
になれるよう頑張ります。

　高校生の時、家族が病気でベッドサイド
で泣いていたら、看護師さんが優しく安心
できるような声掛けをしてくれて、「患者
さんだけでなく家族にも寄りそう看護師
カッコイイ！」と思い、看護師になろうと
決心しました。その時の看護師さんのよう
に、患者さんはもちろん、そのご家族にも
寄り添い、相手の立場に立って物事を考え
られるようになりたいです。元気に笑顔で
頑張りたいと思います。よろしくお願い致
します。

アレルギー性鼻炎のうち、花粉がアレルゲンの
場合を花粉症と言います。花粉の飛ぶ時期によ
り、季節性にアレルギー性鼻炎が起こるのが特
徴です。鼻の症状以外にも目のかゆみなどの症
状をともなうこともあります。

近畿地方では２月の中旬から３月末くらい
までが一番スギ花粉の多い時期です。スギ花
粉が減り始める頃から、ヒノキの花粉の飛散
が多くなり、５月の初めまで続きます。実際
はそれより前から飛散ははじまっています。
１２月や１月から症状があらわれる人があ
るのはこのためです。イネ科の花粉は夏が中
心で５月から８月、ブタクサ、ヨモギ、カナム
グラなどの花粉は、秋が中心で８月から１０
月がピークになります。

最近、子どもの花粉症は増加傾向にあり、５～
９歳の５人に１人が花粉症といわれています。
発症の低年齢化も進んでおり、最近は３～４歳
ぐらいでの発症が増えています。多くは大人よ
りも軽症で、期間も短くてすみますが、症状が
強く、つらそうな時は、緩和する治療を受けて

ください。内服薬、点眼薬、点鼻薬を、
症状に合わせて使います。

アレルギー性鼻炎とその症状は？

花粉の飛散時期は？

花粉症とは？

子どもの花粉症、
治療や予防はどうしたらいい？

新入職員紹介

川合　夏希

Natsuki
Kawai

Miho
Nakamura

Erina
Yoda

（３階病棟）看護師

塩見　海智

Misato
Siomi

Manami
Umehara

Kyoko
Tetsuo

　初めまして。今年4月より就
職しました平尾樹梨と申しま
す。出身は兵庫県で、出身大学
は岡山県の川崎医科大学で

す。総合診療科の専門医研修の一環として、当院で
研修を開始しました。総合診療科専門医を目指す
きっかけは、兵庫県で地域医療に従事する父の影響
が大きいと思います。午前中と夕方に診療所で診察
をし、昼間に診療訪問をするようなパワフルな父
で、街で患者さんに会うと患者さんの方から声を掛
けられる場面にも何度も遭遇しました。私も父のよ
うな患者さんに慕われ、頼られる医師になるという
意気込みを持っています。せっかくご縁があって綾
部市で研修することになったので、少しでも京都協
立病院、綾部市に貢献できるよう日々精進してまい
りますのでよろしくお願い致します。

新任医師紹介

内  科 平尾　樹梨

（リハビリテーション課）
理学療法士

梅原　麻奈美
（リハビリテーション課）

作業療法士

鉄尾　恭子
（リハビリテーション課）

言語聴覚士

中村　美帆
（４階病棟）看護師

依田　絵里奈
（４階病棟）看護師

　医療職を目指したきっかけは、高校
までスポーツをしていて、理学療法士
としてケガをした人たちの役に立ちた
いと思ったからです。職員さんや患者
さんから信頼して頂ける理学療法士に
なりたいです。まずは笑顔でコミュニ
ケーションが取れることを目標にし
て、立派な理学療法士になれるよう頑
張りたいと思います。

　中学生の時に行った職場体験がきっ
かけで作業療法士を目指しました。患
者さんの思いを一番に考えられる作業
療法士になりたいです。一日でも早く
仕事に慣れることができるよう頑張り
ます。

　中学生の時に言語聴覚士にお世話にな
り、その時に、理解、共感してもらえて気持
ちが楽になりました。その時から言語聴覚
士になり、人のために働きたいと思いまし
た。失語症や嚥下障害など今まで通りの生
活が難しくなった患者さんに対して、少し
でも日常生活を取り戻せるようなリハビ
リを提供できるようにしたいです。1年目
で不安なことも沢山ありますがこれから
沢山の患者さんに出会い、成長できるよう
に頑張りたいと思います。

太田　龍治

Ryuji
Oota

Kiichi
Akai

（診療支援課）事務

赤井　喜一
（薬局）薬剤師

　もともと丹後地域の病院に勤めてい
た経験から医療・介護・福祉の連携に関
心がありました。他の地域医療につい
て知見を広げるために京都協立病院の
医療職を目指しました。いち早く現場
に馴染み周囲をサポートできるように
なることが初めの目標です。精一杯頑
張りたいと思いますので、よろしくお
願いします。

　医療職をめざしたきっかけは、綾部
市は高齢者の割合が多く、医療を支え
ていく存在が必要と考え、自分がその
一員として貢献したいと思うように
なったことです。患者さんのより良い
暮らしのため、職員の働きやすい環境
を壊さないようにするために何がより
良い行動なのかを常に考えていきたい
です。薬について詳しく知り、分かりや
すい説明ができるように精いっぱい頑
張ります。

対
象
に
な
る
患
者
様

認
知
症
に
つ
い
て

　
認
知
症
と
は
、記
憶
力
や
理
解
力
の
低
下
の
た
め
に
、ひ
と
り
で
は
日
常
生
活
を

送
る
の
が
困
難
と
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。た
と
え
ば
、病
院
か
ら
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
飲
み
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
、買
い
物
に
出
か
け
て
帰
り
道
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
、洗
濯
機
や
エ
ア
コ
ン
の
操
作
が
で
き
な
く

な
っ
た
、な
ど
、そ
れ
ま
で
は
問
題
な
く
で
き
て
い
た
日
常
的
な
営
み
が
困
難
と
な
り
、家
族
や
知
人
の
援
助
が

必
要
と
な
っ
た
事
態
で
気
付
か
れ
ま
す
。 

　
当
院
の『
も
の
わ
す
れ
外
来
』で
は
、軽
度
認
知
障
害
や
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
に
、認
知
機
能
検
査
や
頭
部

M
R
I
な
ど
の
脳
画
像
検
査
を
行
っ
て
、認
知
障
害
の
程
度
と
原
因
を
確
認
し
た
う
え
で
、患
者
さ
ん
や
御
家
族
の

か
た
と
相
談
し
な
が
ら
、治
療
や
介
護
方
針
を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。

　
人
口
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
認
知
症
の
患
者
数
は
急
速
に
増
大
し
て
お
り
、現
在
の
日
本
で
は
、既
に
約
６
０
０
万

人
が
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。認
知
症
は
脳
の
損
傷
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。認
知
症
の
原
因

と
な
る
脳
の
損
傷
に
は
、脳
梗
塞
、脳
出
血
、頭
部
外
傷
、脳
腫
瘍
、脳
炎
、栄
養
不
足
な
ど
様
々
で
す
が
、と
く
に
高
齢

者
の
認
知
症
の
原
因
と
し
て
最
も
多
く
、約
６
割
を
占
め
る
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
す
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

は
、大
脳
の
側
頭
葉
に
あ
る
海
馬
の
萎
縮
に
よ
る
記
憶
障
害
で
発
症
し
、病
変
が
頭
頂
葉
や
前
頭
葉
に
拡
が
る
に
つ
れ

て
空
間
的・地
理
的
認
知
の
障
害
や
感
情
調
整
の
障
害
も
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。認
知
症
の
原
因
と
し
て
次
に
多

い
の
が
、脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
で
、と
く
に
左
側
の
脳
病
変
に
よ
っ
て
言
葉
の
理
解
や

表
出
の
困
難
を
と
も
な
う
認
知
機
能
障
害
が
顕
著
と
な
り
ま
す
。し
ば
し
ば
構
音
障
害(

ろ
れ
つ
困
難)

や

歩
行
障
害
も
と
も
な
い
ま
す
。三
番
目
と
し
て
、最
近
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
進
行
に
と
も
な
う
認
知

症
や
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
類
縁
の
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
も
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
タ
イ
プ
の
認
知

症
で
は
、し
ば
し
ば
幻
視(

そ
の
場
に
実
在
し
な
い
人
や
物
が
見
え
る)

や
睡
眠
時
の
行
動
異
常
を
と
も
な
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
近
年
、診
断
法
の
進
歩
に
よ
っ
て
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
前
段
階
と
し
て
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
; 

M
i
l
d 

C
o
g
n
i
t
i
v
e 

I
m
p
a
i
r
m
e
n
t
）が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。M
C
I
の
段
階
で
は
、記
憶

障
害
は
比
較
的
軽
度
で
、仕
事
や
家
事
に
は
大
き
な
支
障
を
き
た
さ
ず
、単
独
で
日
常
生
活
を
送
れ
て
い
ま
す
。患
者

さ
ん
は
物
忘
れ
の
増
加
に
気
づ
い
て
、自
ら
外
来
を
受
診
さ
れ
ま
す
。詳
細
な
認
知
機
能
の
検
査
を
行
う
と
、同
年
齢

の
健
常
者
に
く
ら
べ
記
憶
課
題
な
ど
で
明
ら
か
な
低
下
が
確
認
さ
れ
ま
す
。現
在
、M
C
I
の
患
者
さ
ん
は
日
本
国
内

で
約
４
０
０
万
人
に
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、人
や
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
、人
と
の
約
束
を
よ
く
忘
れ
る
、薬
の
飲
み
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
、な
ど
の
自

覚
が
あ
る
方
は
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
の
御
両
親
が
、同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
訊
ね
る
、10
分
置
き
に

職
場
に
電
話
を
し
て
く
る
、衣
服
や
身
な
り
を
構
わ
な
く
な
っ
た
、感
情
の
起
伏
が
き
つ
く
な
っ
た
、

な
ど
の
変
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
場
合
も
、気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
は
な
い
が
物
忘
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
軽
度
認
知
障
害
、同
じ

質
問
の
繰
り
返
し
や
頻
繁
な
薬
の
飲
み
忘
れ
の
場
合
は
認
知
症
の
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　訪問診療とは患者さんの病状や要望に合わせて定期的に
ご自宅に医師が訪問し医療を受けられるものです。
★月１～２回定期の訪問…
基本的には月２回ですが、状態が安定されている方などには月
１回の訪問診療を考慮致します。
★２４時間３６５日あんしんサポート…
夜間や休日などいつでも連絡可能。ケアマネージャーや訪問
看護など、介護系在宅サービス、行政と連携しながらサポートし
ます。急に状態が悪くなった時の対応（臨時訪問・入院対応）は
必要に応じてさせて頂きます。

★採血や検尿、エコー　★注射・点滴などの処置
★在宅酸素・人工呼吸器などの管理　★傷や床ずれの処置
★経管栄養の管理　★お薬の処方　
★がんの疼痛管理や在宅看取り支援

訪問診療ではこんなことができます

～ 訪問診療のご案内 ～

住み慣れた場所で安心して過ごせるよう
サポートさせて頂きます

費用など、詳しくは契約時に丁寧にご説明させて頂きます。
お問い合わせは  TEL：0773-42-0444（よりそい支援連携室） 

脳神経内科
渡辺  俊之


